
動物由来感染症は、動物から人にうつる病気のことです。「人獣共通感染症」や「人と動物の共通
感染症」と呼ぶこともあります。動物由来感染症には、人も動物も発症するもの、動物は無症状で人
だけが発症するものなど、様々なものがあります。

日本脳炎

デング熱、ジカウイルス感染症重症熱性血小板減少症候群（SFTS）

全ての感染症のおよそ半分は動物由来感染症であると言われています。
動物由来感染症を防ぐためには、人の健康を考えるだけではなく、人の健
康・動物の健康・環境の健全性を１つとして考える「ワンヘルス」が重要
です。

主な動物由来感染症

犬や猫、鳥類などから
直接感染するもの

狂犬病、猫ひっかき病、オウム病、カプノサイトファーガ感染症、
コリネバクテリウム・ウルセランス感染症 など

ダニや蚊などの節足動物
を介して感染するもの

日本紅斑熱、つつが虫病、重症熱性血小板減少症候群（SFTS）、
日本脳炎、デング熱、ジカウイルス感染症 など

水や土などの環境から
感染するもの

レプトスピラ症 など

食べ物を介して感染
するもの

腸管出血性大腸菌感染症、Ｅ型肝炎、カンピロバクター症、
サルモネラ症、アニサキス症、ノロウイルス感染症 など

主にウイルスに感染したマダニに咬まれ
ることで感染します。主な症状は、発熱、
全身倦怠感、下痢や嘔吐などの消化器症状
で、重症化し、死に至ることもあります。
マダニに刺されないような対策が
重要です（詳しくは裏面参照）。

主にウイルスに感染した蚊に刺されるこ
とで感染します。主な症状は、発熱、発疹、
結膜炎、筋肉痛などです。現在、日本国内
での流行はありませんが、東南アジア、ア
フリカ、中南米などの熱帯・亜熱帯地域で
は流行おり、注意が必要です。

ブタから蚊を介して人に感染します。初
期症状は発熱、頭痛、全身倦怠感、嘔吐、
腹痛などですが、その後神経症状が現れ、
後遺症が残ったり死に至ったりすることが
あります。ワクチンがあるため、日本国内
で人の感染はほとんどありませんが、ブタ
での感染は今でも見つかっています。

動物由来感染症に注意しましょう
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https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/
hitotodoubutu.html

より詳しく知りたい方はこちら

人と動物の共通感染症を知っていますか
（福岡県ホームページ）

動物由来感染症とは

ワンヘルス（One Health）と動物由来感染症

カプノサイトファーガ感染症

いつも身近にいる犬や猫などの口の中に
普通に見られる細菌で、主に犬や猫などに
咬まれたり、引っ掻かれたり、傷口をなめ
られたりして感染します。主な症状は、発
熱、倦怠感、腹痛、吐き気、頭痛などです
が、まれに重症化して敗血症や髄膜炎を起
こし、死に至ることがあります。

動物との節度ある触れ合いを心がけ、咬
まれたり、引っ掻かれたりしないように気
を付け、触れ合った後は手を洗うなどの対
策が重要です。



マダニ・蚊の対策を
行いましょう

野山に入る時は、マダニに刺され

ないよう注意が必要です。虫よけ

剤を使う、長袖長ズボンを着用す

る、山を下りた後はすぐにお風呂

やシャワーなどで肌にマダニが付

いていないか確認する、ペットの

ダニ駆除を行うなどの方法が有効

です。

動物由来感染症を防ぐためには
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